






































































 皆さんもご存じのように，虐待は 1990 年くらいから注目され，どんどん増えてきていま
す。これは，虐待の実数が増えたという面と、通報が増加したためです。ここ数年もなか
なか増加の勢いが止まらず，５～６年前のある調査によると，地方や都会に関係なく児童
1000 人当たりに 1.4 人くらいあります。全国では年間３万人～４万人近くまでいっていま

















































































































































































































































































































































 Post Traumatic Stress Disorder(ＰＴＳＤ)は，戦争とか地震があったときに心に傷が
残って，何か物音がしただけで「怖い」とか，サイレンを聞いただけで「怖い」と反応し
てしまう。普通の単純性 PTSD のように 1 回のストレスだけでなく，虐待の場合は何年も辛
いことが続き，複雑性 PTSD いいます。虐待的なことを思い出すと，自分は平静心でいられ
ないわけです。われわれの記憶というのは，「ああ，あのときこうやってこう」と順番をた
どって思い出して，そこでだんだん具体的に「あっ，そうだった。こうだった」と話が出
てきますが，こういう病気になるといきなり怖かった場面がぽんと頭に浮かぶそうです。
記憶が後ろからくると表現しますが，急に何かを見たときに，叩かれて辛かった場面など
の虐待を受けているときの場面がぱっと頭に浮かんで，非常に辛くなってしまいます。普
通われわれは，例えば戦争体験も「辛かった」と順番だって思い出します。今はこうなっ
てと整理されている人はいいですが，いきなり後ろからぼーんと辛い気持ちに襲われると、
穏やかな気持ちでは毎日過ごせません。大きな声が聞こえたりすると，すぐ自分が虐待さ
れている場面を思い浮かべてしまいます。 
 
５－５．虐待の世代間連鎖  
 思春期をどのように過ごすかというのが非常に大事ですが，そうしないと自分の虐待の
傷が癒えないまま大人になり，そして子育てをすることになります。 
・「長男餓死の母親に猶予判決 虐待の世代間連鎖認める」 
 少し前ですけど，ネグレクトで子どもを死なせたお母さんにでた判決で、裁判官も虐待
の連鎖を認めました。判決で「世代間連鎖」という言葉を使って，「お母さんには，もちろ
ん罪はあるけれども，お母さん自身も子どものときに虐待を受けて育ったために，十分な
養育ができなかった」と認めました。子どものときに虐待を受けると，次の世代，自分の
14 
子どもに対してもうまく養育はできず虐待してしまうことがあることを裁判で認めたわけ
です。日本や欧米の報告でも，虐待者の大体 30～40％，まあ 50％ぐらいが子どものとき虐
待を受けています。また，虐待を受けた人の３分の１ぐらいが自分の子どもを虐待すると
いわれています。このようにかなりの率で虐待を受けた人は虐待してしまいますが、ここ
で，100％でないところが大事だろうと思います。虐待している人に話を聞くと，半数近く
の人が心に傷を持っています。単に怠けて子どもを育てないのではなくて，うまく子ども
を育てられない，虐待してしまう，そういう行動を身に付けてしまっています。ですから
どこかでこの連鎖を断ち切らないとなかなかなかなか虐待は減っていきません。 
 
５－６．家族間暴力 
 虐待連鎖のもう一つの見方としては，家族内暴力があります。最近，息子が親をたたく，
親同士がけんかをする。これも多分これから話題になってくると思いますが，兄弟間の虐
待もあります。このように家族内でぐるぐる回わる暴力の連鎖がありますので，家族問題
として考えないといけないと思います。 
 虐待を受けたすべての人が虐待するわけではないということに注目しなければなりませ
ん。なぜ虐待をしなくなるかというと，いろいろ調べてかなりのことは分かってきていま
す。一つには，虐待を受けた子の育ち方です。どういう人とめぐり合うか，どういうとこ
ろでもう一回育ち直すかということが一番大事です。ですから今後すべきことは、虐待を
受けている人を早く発見して，適切な環境でもう一回育て直すということをしないといけ
ません。どういう人とめぐり合うか，施設なら施設で信頼できる人とめぐり合，いい友達
とめぐり合う，パートナーにめぐり合うということが非常に大きい要素です。もう一つの
要因には，本人のパーソナリティー的なもので，いろいろなものを前向きに見る力がある
ことです。それから，自分の虐待を認めて，きちんとそれを話す、そして聞いてくれる人
がいる，このような過程を通して立ち直っていくことができます。 
 
５－７．育児不安 
 厚生労働省は，「育児不安」が虐待のおもな原因だろうとしています。最近は不況ですの
で，経済的な不安があると育児不安はもっと多くなるわけで，この虐待の増加を非常に心
配しています。 
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５－８．子どもの虐待の進行と予防 
 虐待も最悪な場合は死亡します。一人が死亡で発見されると、120 人ぐらいはけがをし
ている子どもがいると言われています。再発防止をします。もう一つは早く見付ける，虐
待の連鎖を早く切りたいわけです。もう一つは，３分の２の人の一次予防ですけど，育児
を困っている人，相談できない人の把握と援助をしていきます。 
 
６．子どもの虐待防止ネットワーク石川 ＣＡＰＮＥＴ石川 
 最後に「子どもの虐待防止ネットワーク石川」の活動の説明をさせていただきます。Ｃ
ＡＰＮＥＴ石川は結成されてから今年で 10 年目になりますが，主な活動として電話相談を
週２回しています。実際に，たたいてしまったり，虐待したと思っている人、虐待をして
るんじゃないかと心配している人からも電話がかかってきます。第二の活動が、MCG（母と
子の関係を考える会）として「ハーブの会」です。ここでは，虐待で辛い思をしている人
に来てもらって，今の辛さもそうですし，自分の育ってきた辛さも安心して話せる場とな
っています。言葉で出すことが大事なので，ここでは聞ける環境，話せる環境を作るとい
うことです。第三の活動が，「出前ほっとミーティング」です。子育て中の親が集まる場に
行って，育児の大変さの話が出せるミーティングをして，そして話すことでかなり自分の
気持ちが整理されたり，またうなずいて聞いてくれ、分かってくれる人がいることで安心
していただく。このような活動をしながら，少しでも虐待防止にお手伝いできないかなと
考えています。 
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